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Abstract：　Susceptibility　of　all　stages（1－day　old　egg，5－day　old　egg，10－day　old　egg，young

and　adult diapause　and　young　non－diapause）of　the　apple　snail　to　methyl　bromide　fumigation

showed　that　the　young　diapause　snail（shell height　of　a　range　of 2．0－2．9m3）was　the　most

resistant　stage　under　conditions　with　MB　doses　of15g－28g／m3for24hours　at29．0－32．5℃．A

complete　kill　for　the　young　diapause　snaii（120days　in　diapause）was　achieved　at　a　dose　of

300g／m3for27hours　at10。0－19。0℃in　the　large　scale　mortality　tests，
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は　じ　め　に

　スクミリンゴガイPomacea canaliculate（LAMARCK），

通称“ジャンボタニシ”はイネの稚苗などを加害する

（宮原ら，1986）ため，植物防疫法上の有害動物とし

て取扱われている。しかし，本貝に対する有効な検疫

処理方法はこれまで検討されていない。

　そこで，筆者らは，植物検疫消毒方法として広く採

用されている臭化メチル（以下，MB）くん蒸による

殺貝が可能かどうか，各態のMBくん蒸に対する感受

性を比較して最も感受性が低い態を決定し，本態を供

試して殺貝試験を実施したので，その結果を報告する。

材料及び方法

1．供試目及びその態

　鹿児島県国分市の水田用水路から採集した貝及びこ

れらの貝から得られた卵塊を供試した。

　感受性試験では，卵は1日齢（産卵後12時問以内〉，

5日齢（産卵後5日）及び10日齢（ふ化直前）を1反

復当たり3～5卵塊（1卵塊200～400卵）を，貝は約

10日間乾燥条件下において休眠状態にした幼貝1（殻

高0．5～1．9cm），稚貝皿（同2．0～2．9cm），成貝（同3．Ocm

以上）及び非休眠の幼貝Hを1反復当たり10個体それ

ぞれ供試した。殺貝試験では，休眠期問が異なる（25

～120日）幼貝Hを各薬量区当たり400個体供試した。

2、く　ん蒸

　卵塊及び貝を各態別にプラスチック製の容器に入

れ，これを撹幹・排気装置付きの内容積1㎡のステン

レス製くん蒸箱に収容してそれぞれくん蒸した。

　各日齢卵感受性試験では，MB20g／㎡，2時間，25℃

の基準で，1日齢卵と幼貝1，幼貝H及び成貝の感受

性比較試験では，4薬量を用い24時問，29．O～32．5℃

の基準でそれぞれ3反復してくん蒸した。また，殺貝

試験では，150g／㎡・200g／㎡・250g／㎡及び300g

／㎡，72時間の基準でそれぞれ1反復のくん蒸を行っ

た。

3．殺卵・殺貝効果の調査

　くん蒸終了後卵塊はそのまま保管し，25日目に殺卵

効果を調査した。貝は水とキャベッを与えて20℃下に

3～5日間保管した後殺貝効果について調査した。得

られた死亡率はアボットの補正式（Abbott，1925）を

用いて補正した。

1．感受性試験

結果及び考察

各日齢卵間におけるMBくん蒸感受性試験の結果
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Table　l．Mortality　of　apple　snail　egg　stages　to　methyl　bro－

　　　mide　fumigation　at　a　dose　of20g／m3for2hours

　　　at25℃．

Mortality（％）事

1－day　old　eg9　　　　5－day　old　egg　　　10－day　o1（1eg9

0 18．5 85．4

“Abbott’s　formula　was　used　to　correct　for　natural

mortality．Means　of　three　replicates．

はTable1のとおりである。1日齢卵が最も感受性が

低く，齢が進むにつれて感受性が高くなった。本種の

場合，産卵直後の卵塊は柔らかく，粘膜状の物質で覆

われているのに対し，ふ化直前の卵塊はもろく，表面

に亀裂が生じており，日齢が進んだものほどMBガ

スの浸透が容易であったものと考えられる。

　各日齢卵のうちで最も感受性が低かった1日齢卵と

休眠期間10日の幼貝1，幼貝H及び成貝及び非休眠の

幼貝Hの感受性比較試験の結果はTable2のとおりで
ある。

　非休眠の幼貝1が最も感受性が高く，休眠状態の幼

貝1が最も感受性が低かった。非休眠の幼貝の感受性

が高いのは，呼吸が活発でMBガスの取込みが容易

であったことによるものと考えられる。これに対し，

休眠中の貝は概して死亡率が低くなっているが，これ

は呼吸の低下によるガスの取込み量の減少によるもの

と考えられる。

　陸産のマイマイ類の薬剤抵抗性は，性成熟前のもの

が特に強いことが判明（武田，1985）しているが，今

回の試験において最も感受性が低かった殻高2．0－2．9cm

の幼貝は，性成熟前から性成熟期にあたっており（兼

島ら，1986），スクミリンゴガイのMBくん蒸に対す

る反応も陸産のものと同様の薬剤抵抗性傾向が認めら

れた。

2．殺貝試験

　休眠中の幼貝H400個体を供試して行った殺貝試験

の結果はTable3のとおりである。休眠期間120日の

貝の完全殺貝は300g／㎡，72時間，10．0～19．0℃の条

件下で得られた。本試験のデータと感受性比較試験

（Table2）のデータを比較すると，感受性試験では，

休眠期問10日の幼貝1はMB28g／㎡，24時間，29．0

～32．5℃の条件下で96．7％殺貝されている。これに対

Table2:Responses　of　l－day　old　eggs　and　various　shell　heights　of　diapause（10days　in　diapause）　and　non－diapause

　　　apple　snails　to　methyl　bromide　fumigation　at　doses　of　l5g／m3，　20g／m3，　25g／m3 and 28g／m3for24hours　at

　　　29，0－32．5℃，

Mortality（％）象

Doses
（9／m3）

Diapause Non－diapause

1－day　old　eg9
YoungI

（0．5－1．9）
Youngl

（2．0－2．9〉
Adult

（3．0≦）
Youngl

（2．0－2．9）

15

20

25

28

99．9

99．2

99．7

97．1

46．7
『
3
6
．
7

100．0

100．0

50．0

40．0

93．3

96．7

40．0

40．0
100．O

lOO．0

46．7

100．0

100．0

100．0

　　Abbott’s　formula　was　used　to　correct　for　natural　mortality．Means　of　three　replicates．

（　）　Shell　height（cm）．

Table3．Efficacy　of　fumigation　with　methyl　bromide　at　doses　of 150g／m3，200g／m3，250g／m3，and 300g／m3 for 72hours

　　　against　the　young　diapause　apple　snail（Shell　height　of　a　range　of2．0－2.9cm）in　the　large　scale　mortality　tests．

Doses
（9／m3）

Exposure
period（hour）

Fumigation
Temp．（℃）

Period　in
diapause（day）

Number
tested

Mortality
　（％）串

150

200

250

300

72

72

72

72

23．5－33．5

18．5－29．0

8．0－17．0

10．0－19．0

25

35

110

120

400

400

400

400

98．8

99．5

99．7

100．0

　Fumigation　was　conducted　in　lm3fumigation　chamber。

　Abbott’s　formula　was　used　to　correct　for　natural　mortality。
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して，休眠期問25日の幼貝Hは，感受性試験よりもは

るかに厳しい基準であるMB150g／㎡，72時間，23．5

～33，5℃の条件下において，殺貝率が98．8％となって

いる。本殺貝試験では当初採集した貝をそのまま保管

して供試したこと，自然温度下でくん蒸を実施したこ

とから，くん蒸時期により供試貝の休眠期間やくん蒸

条件が異なっているので，貝の休眠期間，MB薬量，

くん蒸温度と殺貝率の関係は不明である。しかし，休

眠期間が長くなれば薬量を大幅に増やしても99．5～

99．8％の範囲の殺貝率であり，投薬量150g／㎡と250g

／㎡の殺貝率問にはほとんど差が認められていない。

これらの結果は，休眠期間が長くなればなるほどMB

くん蒸に対する感受性は低くなり，殺貝され難いこと

を示している。

　以上の結果から，MBくん蒸に対して最も感受性が

低かった幼貝のうち休眠期間120日の貝の完全殺貝を

得るには，10．0～19．0℃においてMB300g／㎡投薬し，

72時間のくん蒸を行う必要がある。この基準は植物検

疫で通常適用されている基準との問に大きな格差があ

り，輸入検査において本貝の卵塊や休眠状態の貝が発

見された場合は大気圧によるMBくん蒸は困難であ

ると考えられる。

　今後，休眠期間とMBくん蒸感受性との関係を調

査するとともに減圧によるMBくん蒸方法の導入を

検討する必要があろう。
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